
喜
寿
記
念
「
桐
花
会
」

赤
松
紅
子
（
昭
和
20
年
５
卒
）

私
共
は
毎
年
、
地
元
関
西
で
の
食
事

会
と
、
旅
行
会
と
を
続
け
て
参
り
ま
し

た
。
昨
年
の
食
事
会
は
5
月
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
に
、
大
阪
城
の
天
守
閣
と
、
懐

か
し
い
母
校
と
を
望
み
な
が
ら
、
40
名

程
集
い
ま
し
た
。
10
月
下
旬
、
日
光
を

巡
る
旅
は
、
生
憎
の
小
雨
な
が
ら
、
東

武
ワ
ー
ル
ド
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
世
界
遺

産
面
白
く
、
鬼
怒
川
温
泉
に
一
泊
、
翌

日
は
眩
い
晴
天
、
い
ろ
は
坂
を
経
て
中

禅
寺
湖
へ
、
盛
り
の
紅
葉
黄
葉
は
雨
に

洗
わ
れ
て
鮮
や
か
に
、
湖
畔
の
ホ
テ
ル

に
宿
り
、
次
の
日
、
東
照
宮
、
二
荒
山

神
社
等
訪
ね
て
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。

東
京
支
部
と
し
て
は
こ
こ
数
年
、
支

部
総
会
に
各
自
出
席
し
た
上
、
二
次
会

で
懇
親
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ー
で
、
幸
せ
な
ひ
と
と
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

「
東
京
三
八
会
」入

澤
光
世
（
昭
和
38
年
卒
）

終
戦
の
前
年
あ
る
い
は
終
戦
の
年
に

生
を
受
け
た
我
々
が
遂
に
還
暦
を
迎
え

て
、
人
生
の
一
区
切
り
を
考
え
る
年
に

な
り
ま
し
た
。

い
ま
同
級
生
が
集
ま
っ
て
語
ら
う
の

は
健
康
維
持
や
、
病
気
の
管
理
、
親
の

介
護
問
題
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
老
後
、

と
重
い
話
題
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
唯
一
の
楽
し
い
共
通
の
話

題
は
大
阪
城
を
見
な
が
ら
過
ご
し
た
青

春
時
代
の
こ
と
で
す
。
い
つ
も
他
愛
も

な
い
小
さ
な
話
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
や
恋
愛
話
、
昔
の
夢
な
ど
。

年
に
一
、
二
回
の
同
級
会
は
そ
れ
は
楽

し
い
も
の
で
す
。

今
年
は
３
組
が
幹
事
と
な
り
、
秋
に

大
阪
と
東
京
の
合
同
学
年
会
を
、
大
阪

で
開
き
ま
す
。

還
暦
を
迎
え
た
今
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
自

分
ら
し
い
生
活
に
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。
若
い
頃
の
よ
う
な
情
熱

が
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
に
向
け
て
静
か
に

燃
え
て
い
る
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
自
分
の
人
生
！
そ
ん
な

学
年
が
「
三
八
会
」
で
す
。

「
あ
お
ぎ
り
47
関
東
会
」

坂
井
淑
子
（
昭
和
47
年
卒
）

他
の
多
く
の
学
年
の
皆
さ
ん
と
同
じ

く
、
私
た
ち
昭
和
47
年
卒
も
、
総
会
の

当
番
幹
事
を
き
っ
か
け
に
関
東
地
区
の

同
期
会
を
開
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
約
80
名
で
す
。
卒
業
ア
ル

バ
ム
に
ち
な
ん
で
「
あ
お
ぎ
り
47
関
東

会
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。
親
し
く
集
ま

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ま
だ
２
年
余
り

で
す
が
、
忘
年
会
を
メ
イ
ン
に
、
総
会

や
、
関
西
組
が
上
京
し
て
き
た
時
の

「
歓
迎
会
」
な
ど
が
定
番
に
な
っ
て
い
ま

す
。
女
性
だ
け
の
会
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
の
他
に
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
、
関
東
組
の
み
な

ら
ず
各
地
の
同
期
生
と
も
交
流
を
持
っ

た
り
し
て
、
楽
し
い
お
付
き
合
い
が
続

い
て
い
ま
す
。
50
歳
に
し
て
同
期
の
輪

が
一
気
に
広
が
っ
た
の
は
、
本
当
に
嬉

し
い
こ
と
。
長
く
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

金
蘭
会
東
京
支
部
の
第
80
回
記
念
総

会
が
２
０
０
４
年
７
月
11
日
「
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
・
ホ
テ
ル
ミ
ラ
コ
ス
タ
」

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
史
上
最
多
の

参
加
者
約
３
０
０
名
が
集
い
、
フ
ル
コ

ー
ス
の
イ
タ
リ
ア
料
理
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
シ
ョ
ー
や
バ
ン
ド
演

奏
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
日
銀
総
裁
の

福
井
俊
彦
さ
ん
（
昭
和
29
年
卒
）
に
よ

る
日
本
経
済
の
展
望
や
年
金
問
題
等
の

お
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
に
こ
や

か
に
記
念
撮
影
に
応
じ
る
福
井
さ
ん
、

ミ
ッ
キ
ー
や
ミ
ニ
ー
の
登
場
に
会
場
は

終
始
和
や
か
で
あ
っ
た
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
の
開
催
で

幅
広
い
世
代
か
ら
参
加
を
得
、
交
流
の

輪
が
広
が
り
、
今
後
の
支
部
を
支
え
る

若
い
メ
ン
バ
ー
へ
の
期
待
に
繋
が
る
会

と
な
っ
た
。

編集・発行／金蘭会東京支部（大阪府立大手前高等学校同窓会）
事務室／阪本弁護士事務所内
〒104-0061 東京都中央区銀座6-7-2 みつわビル3F
ホームページ／www4.airnet.ne.jp/t-kinran/

記
念
総
会
は
和
や
か
に
盛
大
に
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●仲間募集…東急田園都市線沿線にお住ま
いの方、世代を越えて集まりませんか。お
店、病院、子育て情報等、きっと役に立つ
はず。まずは、今秋の土日に「二子玉川で
ランチ」を予定しています。詳細はご連絡
いただいた方に後日お知らせします。

連絡先　竹村　泉(昭和48年卒)
Tel.045-984-6362

Eメール：izumi-t@email.plala.or.jp
●小川理子さん（昭和56年卒）
Jazz pianoライブスケジュール　　
・5/13（金）6/17（金）
水道橋「東京倶楽部」03-3293-6056

・5/14（土）6/11（土）
西荻窪「ミントンハウス」03-5370-4050

・5/17（火）有楽町「銀座スウィング」
03-3563-3757

・5/25（水）6/29（水）赤坂一つ木通り
「Little Manuela」 03-3582-0469

・6/16（木）浅草「ＨＵＢ」03-3847-8896
・7/10（日）「明治記念館」
金蘭会東京支部第81回総会出演

・小川理子さんホームページ
http://www.uguisu.co.jp/̃riko/index.html
●金蘭会東京支部ホームページ
http://www4.airnet.ne.jp/t-kinran/
支部の最新情報がご覧になれます。メール
アドレス登録もこちらからお願いします。

編 集 後 記
金蘭会Tokyo第12号をお届けします。途切
れることなく発行でき、不慣れな編集委員一
同ホッとしています。加藤啓子さん（昭和46年
卒）が昨年に引き続き制作編集に協力してく
ださっているお陰です。これからも会報の発
行を継続させたいと思いますので、今後とも
会員の皆様に寄稿のご協力をお願いします。
（投稿・広告掲載のお問い合わせは、ホーム
ページへ）
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金
蘭
会
東
京
支
部
副
支
部
長

奥
村
弘
一
郎

本
当
に
素
晴

し
い
総
会
で
あ
っ

た
。
会
場
の
ホ
テ

ル
も
立
派
だ
っ
た

し
、
福
井
日
銀

総
裁
の
お
話
も
良
か
っ
た
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、
ど
の
年
次
か
ら
も
多
数
の
会

員
が
参
加
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
嬉
し

い
。開

催
ま
で
に
は
幾
多
の
曲
折
が
あ
っ

た
が
、
当
番
幹
事
の
皆
様
と
あ
の
感
動

を
共
に
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
は
一
生
忘

れ
ら
れ
ま
い
。
直
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

中
村
名
誉
支
部
長
に
も
ぜ
ひ
見
て
頂
き

た
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
る
と
、

学
生
時
代
と
会
社
員
時
代
、
そ
し
て
歯

科
医
に
転
身
し
て
か
ら
も
、
身
の
ま
わ

り
に
大
手
前
の
先
輩
後
輩
が
居
り
、
そ

の
人
脈
が
自
分
を
支
え
続
け
て
下
さ
っ

た
。
改
め
て
考
え
る
と
、
自
分
の
人
生

の
中
で
の
金
蘭
会
の
存
在
は
極
め
て
大

き
い
も
の
が
あ
る
。

今
回
の
感
激
も
同
窓
の
皆
様
と
共

に
で
き
た
こ
と
を
思
う
と
、
こ
れ
か

ら
も
金
蘭
会
の
皆
様
と
共
に
充
実
し

た
人
生
を
歩
み
た
い
と
切
望
す
る
一

方
で
、
こ
の
喜
び
を
共
に
す
る
た
め

に
も
一
人
で
も
多
く
の
同
窓
の
皆
様

に
声
掛
け
し
て
、
金
蘭
会
の
活
動
を

充
実
さ
せ
た
い
と
願
う
。

◎
略
歴

昭
和
30
年
　
大
手
前
高
等
学
校
卒
業

昭
和
35
年
　
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業

昭
和
47
年
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
卒
業

昭
和
56
年
　
医
療
法
人
仁
愛
会
歯
科
　
理
事
長

平
成
16
年
　
日
本
歯
科
医
師
会
　
常
務
理
事

厚
生
労
働
省
各
種
政
府
委
員

「
金
蘭
会
」
な
れ
ば
こ
そ
…

野
口
満
之
（
昭
和
48
年
卒
）

総
会
で
は
、
史
上
最
多
の
出
席
者

や
、
福
井
俊
彦
日
本
銀
行
総
裁
の
ご
出

席
、
野
田
み
づ
き
さ
ん(

昭
和
28
年
卒)

の
ご
寄
付
に
よ
り
デ
ィ
ズ
ニ
ー
チ
ケ
ッ

ト
百
枚
を
抽
選
で
参
加
者
に
差
し
上
げ

た
こ
と
な
ど
、
数
多
く
の
エ
ポ
ッ
ク
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
が
も
っ
と
も
忘

れ
ら
れ
な
い
の
は
、
次
の
光
景
だ
。

会
場
に
東
京
駅
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー

こ
れ
か
ら
も
金
蘭
会
と
共
に

バ
ス
が
到
着
し
、
私
も
出
迎
え
に
出
た
。

ご
高
齢
の
大
先
輩
会
員
の
方
々
が
次
々

と
降
り
て
こ
ら
れ
る
姿
に
、
金
蘭
会
＝

大
手
前
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

卒
業
か
ら
30
年
も
し
て
突
然
「
き
み

た
ち
が
幹
事
学
年
」
と
言
わ
れ
、
正
直

最
初
は
戸
惑
っ
た
の
だ
が
、
大
先
輩
た

ち
に
接
し
て
、「
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
が
、

心
の
底
か
ら
わ
き
起
こ
っ
た
の
だ
。

久
々
に
集
ま
っ
た
同
期
の
面
々
が
、

さ
す
が
と
い
う
べ
き
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
中
で
、
皆
が
そ
の

学
年
だ
よ
り

立
場
を
活
用
し
た
こ
と
で
、
贅
沢
す
ぎ

る
幹
事
団
と
な
っ
た
こ
と
も
印
象
的
だ

っ
た
。

精
緻
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
前
年
当
番
幹
事
代
表
の
種
野
先

輩
と
、
今
年
幹
事
を
務
め
る
49
年
卒
の

後
輩
の
ご
協
力
に
も
大
い
に
感
謝
し
た

い
。今

年
も
ま
た
、
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

■会員数 2,792名
女性 1,311 47.0%
男性 1,481 53.0%

■卒業年代構成
～大正 23 0.8%
昭和元～10年 115 4.1%
昭和11～20年 284 10.2%
昭和21～30年 349 12.5%
昭和31～40年 703 25.2%
昭和41～50年 792 28.4%
昭和51～64年 428 15.3%
平成元年～ 98 3.5%

●
金
蘭
会
東
京
支
部
デ
ー
タ
●

※数字は2005年4月15日現在

   



ま
さ
か
？
　
び
っ
く
り
！

井
出
隆
也
（
昭
和
32
年
卒
）

今
か
ら
十
数
年
前
、
ま
だ
現
役
だ
っ

た
時
の
お
話
。
私
は
某
鉄
鋼
メ
ー
カ
に

勤
務
し
て
お
り
、
あ
る
技
術
開
発
に
関

係
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
最
終
的
に

は
省
庁
の
認
可
が
絡
ん
で
い
る
た
め
、

一
社
で
す
す
め
る
こ
と
の
困
難
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

当
時
、
大
手
鉄
鋼
５
社
は
共
同
で
業
界

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
風
潮
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
共
同
研
究
開
発
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
共
同
研
究
開
発
契

約
を
締
結
す
る
５
社
の
合
意
が
成
立
し
、

各
社
の
契
約
締
結
の
署
名
捺
印
者
の
氏

名
が
出
そ
ろ
っ
て
び
っ
く
り
、
５
社
中

３
人
ま
で
が
大
手
前
高
校
昭
和
32
年

卒
、
赤
秀
公
造
君
（
８
組
）、
梶
晴
男

君（
７
組
）、
と
私（
７
組
）
だ
っ
た
の
で

す
。
し
か
も
英
語
と
数
学
の
授
業
は
同

じ
教
室
で
受
け
て
い
た
間
柄
で
し
た
。

こ
の
研
究
開
発
は
超
高
層
ビ
ル
の
骨

組
に
適
し
た
鋼
材
の
開
発
、
お
よ
び
そ

の
利
用
技
術
の
研
究
で
、
そ
の
後
多
く

の
ビ
ル
に
適
用
さ
れ
、
耐
震
安
全
性
と

経
済
性
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
３
人
は

こ
れ
を
機
会
に
、
泊
り
が
け
の
ゴ
ル
フ

に
行
っ
た
り
し
て
旧
交
を
暖
め
ま
し
た
。

３
人
と
も
全
く
の
下
手
く
そ
、
で
も
断
然

練
習
熱
心
な
の
は
梶
君
で
し
た
が
、
惜
し

く
も
一
昨
年
故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

「3

ー1VIN

」
川
端
マ
ツ
オ
（
昭
和
52
年
卒
）

我
が
ク
ラ
ス
は
通
称3

ー1V
IN

。
田

中
敏
先
生
（
愛
称
ビ
ン
）
の
初
担
任
な

の
で
、
良
い
年V
intage

の
ワ
イ
ンV

IN

と
言
葉
を
掛
け
、
皆
で
命
名
し
ま
し
た
。

卒
業
後
も
一
同
で
仲
良
く
琵
琶
湖
旅

こ
と
し
は
、
太
平
洋
戦
争
敗
戦
の
六

○
周
年
に
当
た
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
B
S
2
「
あ
の
日
―
昭
和
二

○
年
の
記
憶
」
の
番
組
担
当
者
か
ら
、

出
演
依
頼
の
話
が
あ
っ
た
。
あ
の
年

（
昭
和
二
○
年
）、
私
は
大
阪
府
立
大
手

前
高
等
女
学
校
の
三
年
生
で
あ
っ
た
。

い
ま
で
い
う
中
学
三
年
生
。
十
四
歳
だ

っ
た
。
そ
の
年
の
三
月
に
は
、
学
校
疎

開
を
手
伝
わ
さ
れ
た
。
大
手
前
の
机
や

椅
子
を
豊
中
高
女
（
い
ま
の
桜
塚
高
校
）

に
運
ん
だ
。
一
、
二
年
生
は
、
四
月
か

ら
豊
中
高
女
で
授
業
を
受
け
た
。
私
た

ち
三
年
生
は
、
五
月
十
四
日
か
ら
、
高

槻
市
に
あ
る
ユ
ア
サ
蓄
電
池
工
場
へ
勤

労
動
員
に
行
っ
た
。
三
年
生
全
員
が
強

制
的
に
工
場
の
寮
に
入
れ
ら
れ
た
。
上

級
生
は
、
通
勤
で
工
場
に
通
っ
て
い
た
。

親
元
か
ら
離
れ
、
十
四
歳
だ
け
が
全

寮
生
活
を
す
る
だ
け
で
も
大
変
だ
。
な

の
に
、
そ
の
日
か
ら
慣
れ
ぬ
工
場
作
業

が
始
ま
る
。
私
た
ち
の
仕
事
は
潜
水
艦

に
積
む
蓄
電
池
の
仕
上
げ
作
業
。
明
け

て
も
、
暮
れ
て
も
、
朝
は
七
時
半
か
ら
、

エ
ボ
ナ
イ
ト
に
ヤ
ス
リ
を
か
け
る
作
業

を
や
っ
た
。

敗
戦
の
放
送
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
工
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俵
　
萠
子
さ
ん

（
昭
和
23
年
卒
）

昭
和
二
○
年
の
大
手
前
生
活

大阪外国語大学フランス語学科卒業。
産経新聞記者を経て、女性・家庭・教
育問題を中心にした社会評論家および
作家として活動中。日本初の準公選で
東京都中野区教育委員（1981～
1985）、俵萠子陶芸塾主宰、俵萠子
美術館館長。「六十代の幸福」「生きる
ことは始めること」「命を輝かせて生
きる」(海竜社)など著書60数冊。

東京大学大学院地球物理コース博士課
程卒業（理学博士）、（財）日本エネル
ギー経済研究所入所。1983年マサチ
ューセッツ工科大学客員研究員。
2000年（財）日本エネルギー経済研
究所常務理事。著書に『エネルギーと
国の役割‐地球温暖化時代の税制を考
える』（コロナ社2001年）等。政府
審議会等委員として活躍中。

場
の
寮
で
聴
い
た
。
し
か
し
、
雑
音
だ

ら
け
の
放
送
が
、
十
四
歳
に
理
解
で
き

る
わ
け
が
な
い
。
私
は
、
天
皇
が
、
も

っ
と
頑
張
れ
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ

と
思
っ
て
い
た
。
北
朝
鮮
の
子
供
の
よ

う
に
教
育
さ
れ
て
い
た
私
は
、
日
本
が

負
け
る
な
ん
て
あ
り
得
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
だ
。

十
四
歳
の
寮
生
活
は
悲
惨
な
も
の
だ

っ
た
。
洗
濯
が
下
手
な
の
か
、
私
た
ち

は
す
ぐ
シ
ラ
ミ
と
ノ
ミ
だ
ら
け
に
な
っ

た
。
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
、
毎
日
泣
き
あ

か
し
た
。
と
に
か
く
父
母
に
会
い
た
か

っ
た
。
家
に
帰
り
た
か
っ
た
の
だ
。
立

っ
て
食
べ
る
工
場
の
食
事
（
夜
だ
け
坐

ら
せ
て
も
ら
え
る
）
は
、
あ
ま
り
に
も

貧
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
私
た
ち
は

栄
養
失
調
に
な
っ
た
。
あ
と
二
か
月
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
研
究
を
始
め
て

か
ら
、
今
年
で
三
十
二
年
に
な
る
。
大

学
院
で
は
、
極
地
域
の
夜
空
に
美
し
く

輝
く
オ
ー
ロ
ラ
が
研
究
の
対
象
だ
っ
た
。

し
か
し
、
も
っ
と
人
間
社
会
と
の
接
点

を
持
ち
た
く
な
っ
て
、
一
大
決
心
を
し

て
商
売
変
え
を
し
た
。

そ
れ
以
来
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
い

う
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
世
界
と
日
本
の
情

勢
を
分
析
し
、
社
会
に
情
報
発
信
を
し

た
り
、
国
の
政
策
立
案
に
関
与
す
る
仕

事
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
少
し
だ

け
誇
れ
る
こ
と
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の

「
ビ
ジ
ネ
ス
展
望
」
と
い
う
早
朝
番
組

で
、
十
五
年
近
く
月
一
回
の
頻
度
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
解
説
を
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
入
所
し
た
年

の
昭
和
四
十
八
年
十
月
に
は
第
一
次
石

油
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
、
狂
乱
イ
ン
フ
レ

で
日
本
中
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
そ
の

後
も
、
世
界
の
石
油
供
給
基
地
で
あ
る

中
東
で
は
、
イ
ラ
ン
革
命
や
湾
岸
危
機
、

イ
ラ
ク
戦
争
と
七
ー
十
年
毎
に
大
事
件

が
起
き
、
そ
の
度
に
石
油
問
題
が
重
大

な
関
心
事
と
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
最
近
の
日
本
で
は
、
経
済

の
低
成
長
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
も
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
不
安
を
持

つ
人
が
少
な
く
な
っ
た
。
と
く
に
三
十

代
以
下
の
若
い
人
に
と
っ
て
、
石
油
シ

ョ
ッ
ク
は
、
教
科
書
で
学
ん
だ
歴
史
事

件
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
目
を
転
じ
る

と
、
急
激
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
工

業
化
で
、
石
油
や
電
力
の
需
要
が
急
増

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
ア
ジ

ア
諸
国
は
、
中
東
石
油
へ
の
依
存
を
一

段
と
高
め
て
い
る
。
と
く
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
足
が
深
刻
な
中
国
で
は
、
国
を

挙
げ
て
世
界
中
で
資
源
確
保
に
乗
り
出

し
て
い
る
。
最
近
は
日
中
間
で
、
ロ
シ

ア
の
東
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
原
油
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
巡
っ
て
激
し
く
競
合
し
た
り
、
東

シ
ナ
海
の
ガ
ス
田
開
発
を
巡
っ
て
対
立

が
深
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
後
と
も
日
本
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が
豊
か
な
経
済
社
会
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、
近
隣
諸
国
と
の
友
好
関
係
を
築

き
、
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
を
図

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
韓
関
係

は
、
冬
ソ
ナ
・
ブ
ー
ム
の
影
響
も
あ
り
、

改
善
が
著
し
い
。
し
か
し
、
中
国
と
の

歴
史
問
題
や
ロ
シ
ア
と
の
領
土
問
題
、

北
朝
鮮
と
の
拉
致
・
核
開
発
問
題
な
ど
、

多
く
の
難
問
を
抱
え
て
い
る
。

最
近
、
私
が
最
も
関
心
を
持
っ
て
研

究
し
て
い
る
テ
ー
マ
は
、
数
十
年
先
を

見
通
し
て
、「
ア
ジ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
共
同
体
」
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
資

源
開
発
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
分
野

で
地
道
な
地
域
協
力
を
進
め
る
こ
と
が
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
相
互
信
頼
を
築
く
の
に

役
立
つ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

金
蘭
会
東
京

支
部
の
た
め
長

年
に
わ
た
り
ご

尽
力
く
だ
さ
っ

た
中
村
名
誉
支

部
長
（
昭
和
14
年
卒
）
が
２
０
０
４

年
５
月
24
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

昨
夏
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
80
回
記

念
と
な
っ
た
支
部
総
会
、
東
京
在
住

の
数
名
の
卒
業
生
か
ら
始
ま
り
２
８

０
０
名
の
東
京
支
部
へ
と
発
展
す
る

礎
を
築
い
た
の
は
、
中
村
さ
ん
を
中

心
と
し
た
高
等
女
学
校
の
卒
業
生
の

方
々
で
し
た
。

こ
の
記
念
総
会
に
出
席
す
る
こ
と

を
、
最
後
ま
で
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
告
別
式
で
は
、
女
学

生
時
代
に
オ
ペ
ラ
歌
手
を
夢
見
ら
れ

た
故
人
を
偲
び
ア
リ
ア
が
流
れ
る
中
、

多
く
の
世
代
を
越
え
た
同
窓
生
が
お

別
れ
を
し
ま
し
た
。

昨
年
２
月
の
役
員
会
ま
で
お
元
気
に

出
席
さ
れ
、
母
校
愛
に
溢
れ
た
ご
意

見
番
と
し
て
後
輩
た
ち
へ
ア
ド
バ
イ

ス
を
さ
れ
る
一
方
、
懇
親
会
で
は
お

茶
目
で
好
奇
心
溢
れ
る
ご
様
子
で
し

た
。背

筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
た
お
姿
の

ま
ま
天
国
に
召
さ
れ
た
中
村
さ
ん
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
遺
族
の
中
村
和
子
さ
ん
か
ら
、

故
人
の
思
い
出
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
久
米
や
ん
」
か
ら
の
お
礼

「
久
米
や
ん
」は
大
手
前
時
代
の
母

の
愛
称
で
す
が
、
そ
の
母
が
亡
く
な

っ
て
早
一
年
が
経
ち
ま
す
。
そ
の
際

に
は
大
手
前
の
同
級
生
、
後
輩
の
多

く
の
方
々
か
ら
ご
弔
問
、
ご
弔
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

寮
生
活
が
続
い
た
ら
、
私
は
確
実
に
死

ん
で
い
た
だ
ろ
う
。

敗
戦
後
は
、
爆
弾
で
こ
わ
れ
た
校
舎

の
後
片
づ
け
、
教
科
書
を
墨
で
塗
り
つ

ぶ
す
作
業
、
豊
中
高
女
か
ら
の
再
引
越

し
な
ど
で
忙
し
く
、
授
業
な
ん
か
ほ
と
ん

ど
無
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
の
親
は

授
業
料
を
払
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
私
生

活
も
大
変
だ
っ
た
。
六
月
七
日
の
空
襲

で
大
阪
市
内
の
家
が
焼
け
た
。
間
借
り

生
活
を
転
々
と
し
、
き
ょ
う
だ
い
は
疎

開
し
て
お
り
、
一
家
離
散
の
昭
和
二
○

年
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
話
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
B
S
2
で
は
、

四
回
に
分
け
て
放
送
す
る
と
い
う
。
昭

和
二
○
年
大
手
前
生
徒
、
生
の
声
を
、

ぜ
ひ
お
聞
き
い
た
だ
き
た
い
。（
放
送
日

は
４
／
23
、
６
／
14
、
８
／
13
、
10
／

16
の
予
定
）

追
悼：

中
村
節
子
名
誉
支
部
長
　
享
年
八
十
二
歳

「
天
国
で
は
、
気
持
ち
よ
く
ア
リ
ア
が
歌
え
ま
す
か
」

十と

市い
ち

勉
さ
ん

（
昭
和
39
年
卒
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
通
し
て
み
る
世
界

（
財
）
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
常
務
理
事

作
家
・
陶
芸
家

皆
様
か
ら
お
聞
き
し
た
、
又
お
手

紙
に
記
さ
れ
た
母
の
生
前
は
家
族
に

と
っ
て
も
感
慨
深
い
こ
と
ば
か
り
で

し
た
。「
全
力
疾
走
の
82
年
」
と
家

族
は
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
82
年
が

多
く
の
人
達
、
と
り
わ
け
大
手
前
に

ご
縁
の
あ
る
方
々
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

母
に
と
っ
て
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。

特
に
私
達
子
供
を
育
て
た
戦
後
混

乱
期
に
見
た
母
の
信
じ
ら
れ
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
「
私
は
大
手
前
の
人
間

だ
」
と
言
う
強
烈
な
プ
ラ
イ
ド
に
裏

打
ち
さ
れ
た
モ
ノ
で
あ
っ
た
こ
と
を

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

祖
母
や
母
の
母
校
・
憧
れ
の
大
手

前
に
通
っ
た
幸
せ
な
娘
時
代
、
そ
れ

を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
歯
を
食
い
し
ば

っ
た
主
婦
の
時
代
、
そ
し
て
大
手
前

の
同
級
生
や
後
輩
の
暖
か
い
眼
差
し

に
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な
晩
年
、「
久
米

や
ん
」
は
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
し
て

い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

行
す
る
な
ど
、
28
年
経
っ
た
今
で
も
時

に
集
合
し
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
を
聴
か
ず

に
Z
会
の
勉
強
に
勤
し
ん
だ
Y
I
君
、

王
将
の
餃
子
を
制
限
時
間
内
に
10
人
前

食
べ
ら
れ
ず
、
人
生
初
め
て
挫
折
を
味

わ
っ
た
T
M
君
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を

完
走
す
る
体
力
が
あ
り
料
理
上
手
な
N

K
さ
ん
。
大
阪
城
マ
ラ
ソ
ン
に
プ
ラ
イ

ド
賭
け
た
K
K
君
。
会
話
の
端
々
に
交

響
曲
が
現
れ
指
揮
す
る
H
M
君
。
単
身

赴
任
の
週
末
阪
神
戦
を
必
ず
友
人
宅
を

訪
れ
一
緒
に
熱
狂
観
戦
す
る
T
H
君
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
志
向
性
に
変
化
少

な
い
ま
ま
40
代
後
半
を
迎
え
る
の
は
、

安
心
感
も
あ
る
が
改
め
て
向
上
心
を
喚

起
さ
れ
ま
す
。

私
が
目
指
し
て
い
る
こ
と

佐
伯
あ
ゆ
み
（
平
成
16
年
卒
）

私
は
今
、
国
会
速
記
者
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
衆
議

院
速
記
者
養
成
所

と
い
う
と
こ
ろ
で

学
ん
で
い
ま
す
。

速
記
と
は
、
特
殊

な
符
号
を
用
い
て
発
言
者
の
言
葉
を
逐

語
的
に
記
録
し
、
そ
れ
を
日
本
文
に
直

す
技
術
の
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
発
言

を
聞
き
取
る
集
中
力
と
言
葉
に
つ
い
て

の
豊
富
な
知
識
が
な
い
と
務
ま
ら
な
い

大
変
な
仕
事
で
す
。
し
か
し
、
国
会
と

い
う
政
治
の
最
前
線
に
い
て
、
じ
か
に

政
治
の
動
き
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ
が
私
が
速

記
者
を
目
指
す
き
っ
か
け
で
し
た
。

し
か
し
最
近
は
速
記
者
廃
止
の
動
き

が
高
ま
り
、
実
際
に
参
議
院
で
は
速
記

を
廃
止
し
、
機
械
に
よ
る
議
事
録
の
作

成
を
採
用
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
人
の
手
に
よ
る
方
が
間
違
い
が

少
な
く
、
正
確
な
記
録
の
作
成
が
可
能

で
す
。
今
は
速
記
の
信
頼
性
が
増
す
よ

う
に
、
正
確
な
記
録
が
と
れ
る
速
記
者

に
な
っ
て
政
治
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

日
々
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
８
月
か
ら
平
成
16
年
７
月
に

ご
連
絡
を
い
た
だ
き
第
80
回
総
会
に
て
ご

報
告
・
黙
祷
い
た
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

山
本
春
子
　
（
昭
和
５
年
卒
）

平
川
豊
子
　
（
昭
和
12
年
卒
）

中
村
節
子
　
（
昭
和
14
年
卒
）

福
島
和
子
　
（
昭
和
16
年
卒
）

宮
下
登
美
子
（
昭
和
19
年
卒
）

岩
崎
恵
美
　
（
昭
和
20
年
卒
）

川
邊
晴
久
　
（
昭
和
25
年
卒
）

沖
　
信
子
　
（
昭
和
28
年
卒
）

今
井
　
豊
　
（
昭
和
28
年
卒
）

神
馬
亥
佐
雄
（
昭
和
28
年
卒
）

西
村
幸
子
　
（
昭
和
38
年
卒
）

清
水
宣
次
　
（
昭
和
38
年
卒
）

山
本
達
雄
　
（
昭
和
38
年
卒
）

（
敬
称
略
）

訃
報 収入の部 金額（円） 支出の部 金額（円）

前年度繰越 5,300,211 総会補助費 94,941
支部会費 681,000 支部運営費 219,876

（内訳） （内訳）
終身会費分 560,000 会議費 84,061
年会費分 121,000 事務所使用料 60,000

通信費 10,660
雑収入 47,254 HP費用 22,820

雑費 42,335
貯金利息 22

次期繰越金 5,713,670
合計 6,028,487 合計 6,028,487

●支部会計報告（平成15年度） 平成15年１月１日～12月31日


